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一　はじめに

今回は、20世紀日本における京劇の受容というテー

マで、中国伝統演劇、中日演劇交流に関する研究や報道

について、『演芸画報』、『演劇博物館紀要』、『演劇論集』

（演劇学会紀要）など演劇関係の雑誌、特に演劇総合類

雑誌である『悲劇・喜劇』、『テアトロ』を中心に調査し

た。『悲劇・喜劇』の 1947 年 10 月の創刊号から、

2010年 6月号まで、合わせて716号、『テアトロ』の

1934年 5月の創刊号から、2010年 10月号まで、合

わせて839号を調べた。

二　二誌について

『悲劇・喜劇』誌は日本演劇関係の重要な雑誌の一つで、

1947年秋（昭和22年 10月 1日）、早川書房により

発行された。また、『テアトロ』も日本演劇関係に数え

られる雑誌の一つであり、昭和9年5月創刊、秋田雨

雀が初代編集者となった。戦争中、一時休刊となったが、

1946年 10月号（8巻 1月号）に月刊として復刊し、

現在まで続けられている。

三　二誌から見られる中国伝統演劇研究の概況

『悲劇・喜劇』は40、50年代において、欧米の文芸

思潮の影響を受けたからか、主に新劇の報道、評論を中

心としていた。中国演劇関係についての内容はほとんど

見られなかった。調査したところ、最初に中国演劇に関

する報道は59年1月号で、中国演劇の舞台についての

内容であった。60年代になって、京劇をはじめ、中国

の演劇に関する紹介はあったが、ほんの少しだけであっ

た。70年代中日国交回復の時から、中国伝統演劇に関

する内容が次第に多くなってきた。80、90年代に入っ

て、中国伝統演劇の報道は一段と多くなったし、中日演

劇交流の新しい視点も見られるようになった。この時期

において、『悲劇・喜劇』1997年 8月号（N0	562号）

から、1998年 11月号（N0	577号）まで、12回に

わたり有沢晶子が翻訳した回想文『梅蘭芳舞台生活四十

年』が当誌に掲載されたことは90年代中日演劇交流の

上で最も特筆すべきことだと言えよう。総じていえば、

80、90年代以降すでに単なる紹介、報道にとどまらず、

本格的な研究も見られてきた。

一方、『テアトロ』は『悲劇・喜劇』と比べて、比較

的演劇交流を重視していると言えよう。創刊号から、「海

の彼方」というコラムが設けられ、外国の演劇状況を紹

介している。たとえば、創刊号に中国、朝鮮演劇の状況

についての報道が見られる。また、1956年梅蘭芳の3

回目の訪日公演前後、当誌も京劇の紹介に力を入れた。

更に、中日国交が遮断されていた60年代においても、

二大演劇総合誌から見られる
中国伝統演劇研究

李 莉 薇（中山大学）

『悲劇・喜劇』誌 『テアトロ』誌

16

神社与日本民 生活
張 青 仁（北京師範大学）

2010年12月～ 2011年2月の期間に、海外提携機関より、4名の招聘研究者をお迎えいたしました。

名前	 所属	 招聘期間

張	青	仁	 北京師範大学民俗学専攻	博士課程　	 2010年12月6日～ 12月26日
李	莉	薇	 中山大学中国非物質文化遺産研究中心	博士課程	 2010年11月1日～ 11月21日
福田　忠之	 浙江工商大学日本文化研究所	副教授　　	 2010年11月1日～ 11月21日
姚	美	玲	 華東師範大学対外漢語学院	副教授　	 2011年 2 月8日～ 2 月21日
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